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【はじめに】 

政府の緊急事態宣言により社会経済活動が規制され、スポーツ施設使用も禁止されたため、ス

ポーツ活動も自粛せざるを得なかった。5月25日に緊急事態宣言が解除され、社会経済活動が徐々

に再開されることになった。政府、自治体は社会経済活動の制限を段階的に緩和する目安を示し

ており、スポーツ施設の使用が許可されるに伴い、スポーツ活動も感染症対策を十分に行った上

で、徐々に再開できることになる。 

競技団体のスポーツ活動全般については、日本スポーツ振興センター、日本オリンピック委員

会、日本パラリンピック委員会の 3 者が合同で「新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 対策

としての スポーツ活動再開ガイドライン （国際競技力強化版）」を示している。 

この「JAFA アメリカンフットボール活動の再開に向けたガイドライン」は上記 3 者合同のガ

イドラインを参考にして日本アメリカンフットボール協会が作成したものである。 

 

・アメリカンフットボールは濃厚な接触を伴うコンタクトスポーツであることから、十分な感染               

症状対策が求められる。本競技の全ての関係者は、社会全般に対して「安全」を何よりも最優先

する認識を持つことが必要である。 

・本ガイドラインは、所属する自治体、学校、企業などの指針に従った上で実施される。 

・今後の政府、各自治体、その他の指針の変更等に応じて、この内容は見直されることがある。  

 

１. 新型コロナウイルス感染症(COVID-19)について 

現時点では、新型コロナウイルス感染症については未だ不明な点が多い。 

1) 感染経路 

目、鼻、のど、そして気管支の粘膜からウイルスは侵入する。ヒトからヒトへの感染様式は主

に、①飛沫感染(くしゃみ、咳 会話などで唾が飛ぶ)、と②接触感染(ウイルスが付着した手で、

目、鼻、口等を触れる)がある。 

 

2) 症状 

発熱、咳、のどの痛み、強い倦怠感、息苦しさ、臭覚や味覚の低下、頭痛等がみられ、潜伏期

間は1～14日と考えられている。約20%が重症化するとされるが、肺炎を引き起こすことが多く、

また血栓症の報告もみられている。糖尿病、心血管疾患、慢性肺疾患などの基礎疾患がある場合

は、重症化するケースが多い。季節性インフルエンザに比べると死亡リスクは高いとされている。 

 

3) 診断 

諸症状、行動歴等からみて疑わしいケースは、鼻の奥やのどの奥の粘液を採取して PCR 検査

を行い、陽性となれば COVID-19 と診断されるが、偽陰性、擬陽性の問題もある。その他、抗

原検査、抗体検査等もあるが信頼性については課題もある。 
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4) 治療 

現在のところ根本的な治療法は無く、対症療法での経過観察となることが多い。重症例に対し

ては各種投薬治療も行われているが、副作用の問題等から安心して投与できる特効薬はまだ存在

しない。今後、新薬、およびワクチンの開発が待望される。 

    

5) 予防対策 

一般社会生活における予防の基本的対策として、下記が挙げられる。 

・人との身体的距離 (social distance：2m)を確保する。 

・マスクの着用（熱中症のリスクがある場合は人との身体距離を確保した上で適宜外す）。 

・こまめな手指の消毒をする(流水や石鹸・中性洗剤での 30 秒以上の手洗い、あるいは消毒用ア

ルコール(70%以上)の使用)。 

・3 密(密集、密接、密閉)を避ける(クラスターの発生を抑制)。 

   ・密集：多くの人が集まる状況 

   ・密接：近距離での会話、発声等 

   ・密閉：換気の悪い密閉空間 

・感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える 

・十分な睡眠とバランス良い食事をとり免疫力を高める。 

 

 

政府は新型コロナウイルス感染症対策として「新しい生活様式」を提唱している。 

    

 



「新しい生活様式」の実践例

（１）一人ひとりの基本的感染対策

移動に関する感染対策

□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□帰省や旅行はひかえめに。出張はやむを得ない場合に。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。
□地域の感染状況に注意する。

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用
□家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底 □こまめに換気
□身体的距離の確保 □「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

食事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

買い物

□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用

□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

（３）日常生活の各場面別の生活様式

冠婚葬祭などの親族行事

□多人数での会食は避けて
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆったりと □オフィスはひろびろと

□会議はオンライン □名刺交換はオンライン □対面での打合せは換気とマスク

（４）働き方の新しいスタイル

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成
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２．活動再開のプロトコール 

 チームの活動の再開は、所属する自治体や学校、企業などからスポーツ施設の使用が許可され、

チーム活動が許可されることが前提になる。今後、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、

政府、自治体の方針が変更される可能性があり、それに伴って本再開プロトコールも変更される

可能性がある。 

 

１）感染症対策と十分にとり、選手のケガのリスクを最小限にするため、段階的再開のプロトコ

ール(下表)に則って活動を再開する。 

 

日本アメリカンフットボール協会 再開のプロトコール  

活動 

レベル 
開始時期 人数 期間 練習 練習内容例 

フェーズ 

１ 

緊急事態 

（特定警戒） 
― ― 

・チーム禁止 

・個人練習 

（自宅・屋外） 

・ランニング   

・筋力トレーニング 

フェーズ 

２ 

 

・運動施設 

 使用許可 

・部活動 

 再開許可 

・選手集合 30 名

程度まで（加盟団

体で設定可） 

・練習単位は 10

名程度以下 

2 週間程度 

・10 名程度以下の

グループ単位で練

習 

・対人距離をとる 

・コンタクトなし 

・体力トレーニング 

・パッシング 

・キッキング 

(social distance を守

れるもの) フェーズ 

３ 
同上 

集合・練習 

50 名程度以下 
2 週間程度 

・グループ／全体 

 練習 

・対人距離をとる 

・コンタクトなし 

フェーズ 

４ 
同上 

密にならないよ

う配慮した上で

制限なし 

2 週間以上十分

な期間をとり、フ

ルコンタクトの

準備をする 

・グループ／全体 

 練習 

・部分コンタクト 

・体力トレーニング 

・スケルトン 

・マンツーマン 

フェーズ 

５ 

フルコンタクト

の準備が整った

時期 

制限なし 
試合開始前に十

分な期間をとる 

・全体練習 

・フルコンタクト 

・タックリング 

・スクリメージ 

   

 ２）各段階の説明 

・フェーズ 1 は、緊急事態宣言下であり、自宅等での個人トレーニングが中心となる。 

・フェーズ 2 は、緊急事態宣言が解除され、スポーツ施設の使用が許可され、チーム活動が許可

された段階で、チームとして少人数グループ単位で、コンタクトなしにて、身体的距離をとっ

た練習を行う。 

・フェーズ 3 から 4 へは、集合する人数や練習の人数が増やされ、フェーズ 4 では部分コンタク

トの練習が許容される。部分コンタクトとは、いわゆる衝突ではない身体接触、を意味する。

(例：WR、DB が競り合い接触するようなパスのマンツーマン練習、OL の手を張ったブロック、  
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フォームタックル等) 部分コンタクトの練習時間は、徐々に増やすよう周到に管理する。 

・フェーズ 5 では、人数制限なしの対人のフルコンタクトが許可される。 

 

・フェーズの進行は政府、自治体の社会経済活動の規制が順調に緩和された場合であり、感染が

拡大して規制が強化された場合には、変更される。 

・フェーズ４から５に移行する時期は、慎重に判断する必要がある。今後、新型コロナウイルス

感染症の状況によっては変更することもある。 

 

３）練習時の注意 

・グラウンドにおいても密にならないように注意する。 

・コンタクト練習以外の練習においてはなるべく身体的距離をとる 

・大声や発声は控える。 

・つばを吐くのは控える 

・飲水用のボトルを回し飲みしない。 

・練習前後はマスクを着用する。熱中症のリスクがある場合は身体的距離をとった上で外す。 

 

４）再開に向けた注意 

・長期の自粛生活により選手の基礎体力(筋力、スピード、パワー、柔軟性、持久力、スキル等)

は確実に低下している。したがって、特にフルコンタクトに進む前の段階で、例年以上に時間

をかけた基礎トレーニングを実施する必要がある。 

・練習・試合再開時におけるケガの増加が危惧される。米国 NATA では、新しいコンディション

サイクルの最初の 7 日間は壊滅的に外傷発生リスクが高くなるとしている。また 2011 年、NFL

では春のロックアウトによる練習不足の影響で、8 月の練習開始時に、アキレス腱断裂が例年の

6 倍発生したとの報告があり、筋バランスの改善、神経筋トレーニング等がその対策として挙げ

られている。 

・体重が増加した選手は、筋量低下を伴った脂肪増加の可能性もあり、注意して是正する。  

・今年度の新入生(新人)には、十分な体力トレーニングの期間が無かったため、特別な配慮が必

要である。 

・暑熱耐性の低下による熱中症増加の危険性があり、暑熱順化(期間は 7～10 日必要)と各種熱中

症対策を積極的に行う。 

 

３．チームで実施すべきこと 

１）チーム内に、感染対策担当者を置く。 

２）選手、スタッフへの感染症対策の教育を行う。特に、練習以外の社会活動における感染症対

策を徹底させる。 
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３）チーム活動に参加する選手・スタッフは下記の項目について毎日記録を残しておく。 

・体温（起床直後・就寝前等の決まった時間での記録） 

・体調（咳、のどの痛み、強い倦怠感、息苦しさなどの有無、睡眠時間等） 

・行動記録（出かけた場所、同行者等） 

 

４）体温の高い者、体調に問題のある者はチーム活動に参加させない。 

 

５）備品の準備、防具用具の管理。 

・消毒に必要なアルコールを準備する。 

・人数分のドリンク容器を準備する（回し飲みは禁止）。 

・分別回収できるゴミ箱を設置する。鼻水、唾液が付着したゴミはビニール袋に入れて密封して

縛り処分する。 

・防具、用具は、各自が消毒および管理をする。ヘルメット、アイシールド、フェイスガード、

チンストラップ、グローブ、シューズ等は、特に手で触れる部分を入念に消毒する。マウスピ

ースはケースで保管し、コンタクトレンズの管理にも十分留意する。 

 

６）施設利用に関して。 

・部室、更衣室、シャワールームの利用に当たっては、密にならないようにする。共用部分で手

が触れる部分の消毒を行う。 

・更衣室、シャワールーム等を使用した際は、毎回清掃と消毒を徹底する。清掃は、市販の洗浄

剤（界面活性剤を含有）や漂白剤も使用する。 

・トレーニングジム（公共、民間）を利用する場合は、密にならないように注意し、自治体や施

設管理者の指示に従う。 

・ミーティング室の利用に関しては「3 密」にならないように、人との身体的距離（2ｍ）を遵守

する。マスクを着用する、大声をあげない、十分な換気をする等の対策をする。 

 

７）感染が疑われる者が発生した場合 

・[本人] チーム責任者に迅速に連絡する。 

・[本人] 自宅安静とするが、症状が続けば、かかりつけ医、あるいは保健所へ電話で問い合わ

せを行う。詳細は「厚生労働省ホームページ：新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ」等で確認

する。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q5-3 

・[チーム] 感染が疑われて PCR 検査を受けた場合には所属する競技団体へ迅速に報告する。 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q5-3
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８）感染陽性者が発生した場合 

・[本人] ＰＣＲ検査等で陽性が確認されたら、迅速にチーム責任者へ連絡を行う。 

・[チーム] 所属する競技団体、学校、企業等に迅速に報告する。 

・[チーム] 地域の保健所の指示に従い、濃厚接触者の確認などに協力する。 

 

４．日本協会加盟団体が実施すべきこと 

１）連盟(協会)内に、感染対策担当者を置き、チームとの連絡窓口を設置する。(個人情報の取り

扱いに十分注意する) 

２）ガイドラインを連盟(協会)傘下の全てのチームに周知徹底する。 

３）ガイドラインを公式HP等に掲示し、ダウンロード等も可能にする。 

４）ガイドラインを必要に応じて関連企業・学校・保護者等にも周知する。 

５）大会、試合開催時の感染症対策については、「JSPOスポーツイベント再開ガイドライン」等

を参照して、今後策定する。 

https://www.japan-sports.or.jp/news/tabid92.html?itemid=4173 

６）日本協会加盟団体傘下のチームから感染陽性者が発生した場合は、本人、チームは地域の保

健所、学校、会社の指示に従う。チームの活動、試合参加については、各日本協会加盟団体で

方針を決めておく。  
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